
製品データ検証書類作成 

部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について 2013年4月版 

一般社団法人 産業環境管理協会 エコリーフ事務局 
 Tel: 03-5209-7712 Mail: ecoleaf@jemai.or.jp  

＜本資料の目的＞ 

この資料では、検証書類をご準備・確認いただく際に誤解が生じやすい、「部品等Ａ，Ｂ，Ｃ」の考え方についてご説明しています。 

その他ご不明な点ございましたら、必ず事務局にお問合せ頂けますよう、お願い致します。 
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製品を構成する部品は、サイトに搬入される形態により、以下の３種類に分類・定義している。 
① 部品等A 
サイト搬入までの(当該製品の製造に供するための)加工および組立工程の環境負荷を、共通原単位
を用いて推定する必要のない原材料・部品類。 

② 部品等B 
サイト搬入までの加工工程の環境負荷は共通原単位を用いて推定する必要があるが、組立工程につ
いては必要のない原材料・部品類。 

③ 部品等C 
サイト搬入までの加工及び組立工程の環境負荷を、本プログラムが提供する共通原単位を用いて推
定する必要のある原材料・部品類。 
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部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について① 

製品データ検証書類作成マニュアルより、抜粋 

内訳データシートの記入ポイント 



・製造サイトに入ってくる前の工程（加工・組立） 
 によって、分類が変わるので注意して下さい！ 

ユ
ニ
ッ
ト

素
材

資
源

部
品

製
造

加
工

組
立

素
材

資
源

製
造

素
材

資
源

部
品

製
造

加
工

加
工

組
立

組
立

組
　
　
　
立

製
品

部品等Ｃ

ＷＣ[kg]

部品等Ａ

ＷＡ[kg]

部品等Ｂ

ＷＢ[kg]

製造サイト

素材製造原単位　　　　　　加工原単位　　　　　組立原単位

　　　　　　　ａ１　　　　　　　　　　　　　　ａ２ 　　　　　　　　　　　　ａ３ 　　　　　　　　　　　

ユ
ニ
ッ
ト

素
材

資
源

部
品

製
造

加
工

組
立

素
材

資
源

製
造

素
材

資
源

部
品

製
造

加
工

加
工

組
立

組
立

組
　
　
　
立

製
品

部品等Ｃ

ＷＣ[kg]

部品等Ａ

ＷＡ[kg]

部品等Ｂ

ＷＢ[kg]

製造サイト

素材製造原単位　　　　　　加工原単位　　　　　組立原単位

　　　　　　　ａ１　　　　　　　　　　　　　　ａ２ 　　　　　　　　　　　　ａ３ 　　　　　　　　　　　

この部分の工程で判断します。 
この部分で分類分け 
するのは、間違い！ 

内訳データシートの記入ポイント 部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について② 



【エコリーフの製造ステージのＬＣＡ算定方法】 

【搬入形態】 
①部組品：Ｌ＝（「素材製造原単位」＋「加工原単位」＋「組立原単位」）×「部組品質量」 
 
②部品  ：Ｌ＝ （「素材製造原単位」＋「加工原単位」）×「部品質量」 
 
＊部品製造原単位が有る場合  （例えば、半導体パッケージ、積層基板、実装回路基板など） 

③部品  ：Ｌ＝ 「部品製造原単位」×「部品質量」    
 
④素材  ：Ｌ＝ 「素材製造原単位」×「素材質量」 

素材 資 
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素材製造ステージ 製品製造ステージ 

製造サイトへの搬入形態により、納入以前の負荷を、以下の４パターンで算定。 

←負荷が計上されるステージ 

部品等A 

部品等A 

部品等B 

部品等C 

内訳データシートの記入ポイント 部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について③ 



（１）部品ごとに、製造サイトへの搬入形態により、下記の３種より「部品形態」を選択入力する。 

外部で、既に素材を「加工」した
部品としてサイトへ搬入。 

素材の状態 
又は、 

原単位が有る部品の形態で
サイトへ搬入。  

外部で既に素材を 

「加工」及び「組立」した部組品
としてサイトへ搬入。 

部品等Ａ 

部品等B 

部品等C 

内訳データシートの記入ポイント 

【内訳データシート（製品用）の具体的記入のポイント】 

部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について④ 

～「部品形態」、「代表加工形態」、「組立形態」の記入方法～ 

搬入形態 原単位の種類 

一 般： 半導体パッケージ、積層基板、実装 
回路基板、圧縮機、中型モータ 

電 池：アルカリーマンガン乾電池、マンガン
乾電池、鉛蓄電池 

その他：洗剤、インク類、潤滑剤 

 

鉄プレス、非鉄プレス、インジェクション成形
加工、ブロー成形加工、ガラス成形加工 
 

 
部組組立 

 



⇒「代表加工形態」と「組立形態」を 
  選択入力する。 
  例：「鉄プレス」＋「部品組立」・・・ 

（２）「部品形態」の種類により、以下のように「代表加工形態」と「組立形態」を選択入力する。 

部品等Ａ 

部品等B 

部品等C 

⇒空欄（選択不要） 

⇒「代表加工形態」のみ選択入力する。 

例：鉄プレス、非鉄プレス、インジェクショ
ン成形加工、ブロー成形加工、ガラス成
形加工 

内訳データシートの記入ポイント 

【内訳データシート（製品用）の具体的記入のポイント】 

部品等Ａ，Ｂ，Ｃの記載について⑤ 

～「部品形態」、「代表加工形態」、「組立形態」の記入方法～ 


